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外出プログラム実施時のリスク管理について（通知）  

 

日頃より、本市障害児福祉保健行政にご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、各事業所においては外出プログラムの実施にあたり、子どもの安全確保に向けて細心の注意を 

払い、臨まれていることと思います。 

近年、気候変動の影響により、以前にも増して厳しい暑さや天気の急変などに対して、十分な対策が必

要となっています。これまで本市では死亡に至るものはありませんでしたが、熱中症による救急搬送や

ゲリラ豪雨に関連する事故の発生が全国的に報告されています。日々の運営や外出プログラムの実施に

あたり、子ども及び職員の健康状況を踏まえて計画の段階から様々なリスクを想定し、より安全で安心

なサービスが提供できるよう、ご留意をお願いいたします。 

本来はあってはならないことですが、万が一事故が発生した際には、必要な対処を行うとともに、こど

も青少年局障害児福祉保健課へ速やかにご報告くださいますようお願いします。 
 

（参 考）事故報告より 

 〇外出プログラムの際、同行する指導員が暑さで体調を崩し、目を離したすきに児童が所在不明になって

しまった。 

 〇数名の児童を同時に家まで送った際、１名を家に送り忘れてそのまま事業所に戻ってきてしまい、車内

に取り残したままにしてしまった。 

〇河川敷で遊んでいたところ、指導員が急に増水した川に足をとられ、下流に流され、その後の支援にあ

たることができなくなってしまった。 

・熱中症対策 HP 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kenko-iryo/kenkozukuri/kakushu/necchusho/heat.html 

・こどもの事故防止に関する取組事例（こども家庭庁 HP） 

https://www.cfa.go.jp/policies/child-safety-actions/cases 

・河川敷や川辺での活動に関する HP 

https://www.mlit.go.jp/river/kankyo/play/anzenriyou.html 

・川辺での活動に関するパンフレット 

https://www.mlit.go.jp/river/kankyo/play/pdf/stop.pdf 

事故が発生した場合、障害児通所・相談支援事業所は、横浜市電子申請システムにて第一報報告後、電話連絡を 

お願いします。その後確定報告として、事故報告書を郵送でお送り下さい。 

 障害児入所施設は電話連絡の後、事故報告書を郵送でお送り下さい。 

  ※土日夜間の場合の電話連絡は翌開庁日に速やかにお願いします。 

担  当：こども青少年局障害児福祉保健課 

電  話：045-671-4274  

E メール：kd-syogaijifukuho@city.yokohama.lg.jp 


